様式第１号（第６条関係）
（表）
年　　月　　日　
（宛先）白山市長
白山市通話録音機貸出申請書
次のとおり通話録音機の貸出しを受けたいので、白山市特殊詐欺被害対策通話録音機等設置支援事業実施要綱第６条の規定により申請します。
申請にあたっては、通話録音機貸出しに伴う誓約事項に同意します。
	申　請　者（使用者）
	ふ　り　が　な
	

	
	氏　　　　名
	

	
	住　　　　所
	（〒　　　－　　　　）


	
	機器設置電話番号
	

	
	連　　絡　　先
	

	
	生　年　月　日
	
	年齢
	歳

	使用者の世帯状況
	 □ ６０歳以上の者の単身世帯
 □ ６０歳以上の者のみの世帯
 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


代理申請　※上記使用者以外からの申請の場合は、裏面の注意事項について使用者の同意を得たうえで、以下もご記入ください。
	代理申請者
	ふ　り　が　な
	

	
	氏　　　　名
	

	
	住　　　　所
	（〒　　　－　　　　）


	
	連　　絡　　先
	自宅電話番号
携帯電話番号

	使用者との関係
	親族（続柄　　　　 ）・親族以外（続柄　　　　 ）


（裏）
通話録音機貸出に伴う誓約事項
１　申請書の内容を確認するため、申請者の本人確認書類の提示を求められた場合は、これに応じます。
２　通話録音機は、あらかじめ申請した場所以外では使用しません。
３　通話録音機の設置又は使用等により他の機器に不具合又は故障等が発生した場合の損害は、使用者が負担します。
４　通話録音機設置することにより発生する光熱費等は、使用者が負担します。
５　使用者の故意又は過失により通話録音機が故障した場合は、使用者の負担で修理又は交換を行います。
６　通話録音機をこの事業の目的に反して使用、転貸、譲渡、売却又は担保に供しません。
７　住所、電話番号等に変更があった時、通話録音機が故障、破損又は紛失した時は、速やかに白山市に届け出ます。
８　通話録音機が設置できなかった時、貸与の要件に該当しなかった時（市外に転出した時など）や通話録音機を利用しなくなった時は、速やかに白山市に通話録音機を返却します。
９　申請内容に虚偽があった場合や不正な手段により通話録音機の貸与を受けた時は、速やかに白山市に通話録音機を返却します。
１０　申請内容の確認を行うため、市が住民基本台帳等の個人情報を利用することに同意します。
問合せ先　白山市市民生活部地域安全課
電話番号　２７４－９５３７　　　　　
